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修正の理由 
 当社グループの関連市場であるエレクトロニクス業界におきましては、全世界的な景気回復を受け、主力のセパレータ事
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月12日に公表いたしました平成23年３月期（平成22年４月１日～平
成23年３月31日）の業績予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,880 880 930 540 50.20
今回発表予想(B) 7,580 1,350 1,370 810 75.29
増減額(B-A) 700 470 440 270
増減率(%) 10.2 53.4 47.3 50.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

5,502 358 309 156 14.56

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,600 1,660 1,700 1,010 93.88
今回発表予想(B) 14,250 2,130 2,140 1,280 118.98
増減額(B-A) 650 470 440 270
増減率(%) 4.8 28.3 25.9 26.7
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 13,402 1,199 1,207 477 44.42

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,700 850 890 520 48.34
今回発表予想(B) 7,470 1,300 1,310 770 71.57
増減額(B-A) 770 450 420 250
増減率(%) 11.5 52.9 47.2 48.1
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期） 5,559 366 315 176 16.40

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,230 1,600 1,630 960 89.24
今回発表予想(B) 14,000 2,050 2,050 1,210 112.47
増減額(B-A) 770 450 420 250
増減率(%) 5.8 28.1 25.8 26.0
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

13,382 1,196 1,175 432 40.18



業の受注が高水準となっており、フル稼働に近い状況で推移しているため、売上高が前回予想を上振れて推移し、第２四
半期連結累計期間の売上高は75億８千万円となる見込みであります。 
 利益につきましては、セパレータ事業での売上高増加にともなう高稼働率維持により、営業利益は13億５千万円、経常利
益は13億７千万円、四半期純利益は８億１千万円となる見込みであります。 
 なお、セパレータ事業での現在の受注状況は、今年秋口までは同レベルで推移するものと予測しており、今回、第２四半
期連結累計期間の業績予想を修正いたしますが、欧米での景気減速懸念に加え、政府の経済対策効果の希薄化による
個人消費低下など、先行きは不透明な状況であるため、下半期の業績見通しは見直しておりません。 
 このため、平成23年３月期の通期連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の状況を踏まえ、連結業績予
想を修正する必要が生じた場合は、速やかにお知らせいたします。 
 個別の業績修正につきましても、連結とほぼ同様の理由であります。 
 
（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今後さ
まざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上


